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現
在
、
習
志
野
市
に
お
い
て
は
、
地
方
創
生
の
一
環
と
し
て
、
習
志

野
市
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創
生
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」、「
総
合
戦
略
」

の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
平
成
31
年
度
に
17
万
４
千
人
で
人

口
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
緩
や
か
に
人
口
減
少
し
て
い
く
習
志
野

市
の
今
後
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
人
口
減
少
を
食
い
止
め
、
定
住
促

進
を
図
っ
て
い
く
の
か
を
今
回
の
質
問
の
基
本
と
し
、
習
志
野
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
質
問
を
致
し
ま
し
た
。

Ｑ
平
成
31
年
度
に
人
口
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
本
市
の
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
人
口
減
少
社
会
と
地
域
経
済
縮
小
を
克
服
、
将
来
に
わ
た
り
自
立
的

都
市
経
営
を
推
進
す
る
為
に
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
総
合
戦
略
」

を
策
定
中
。

Ｑ
定
住
促
進
を
図
る
上
で
の
習
志
野
市
の
特
性
や
強
み
は
何
と
考
え
て

い
る
の
か
？

Ａ
買
い
物
、
交
通
の
利
便
性
と
文
教
住
宅
都
市
憲
章
に
基
づ
く
教
育
、

文
化
、
子
育
て
支
援
、
教
育
機
関
の
充
実
。

Ｑ
近
隣
市
で
最
も
多
い
八
千
代
市
へ
の
転
出
超
過
の
原
因
は

何
と
考
え
る
か
？

Ａ
住
宅
価
格
の
安
さ
や
住
宅
の
広
さ
が
影
響
し
て
い
る
。

要
望
：
転
出
超
過
の
最
も
多
い
世
代
は
子
育
て
世
代
の
30
代
、

40
代
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
習
志
野
市
の
人
口
減
少
を
食

い
止
め
、
定
住
促
進
を
図
る
上
で
は
、
住
宅
の
価
格
、
広
さ

等
の
魅
力
も
十
分

に
理
解
で
き
る
が
、

そ
れ
に
負
け
な
い

様
な
「
住
み
続
け

た
い
街
」、「
住
ん

で
み
た
い
街
」
と

思
っ
て
い
た
だ
け

る
、
魅
力
あ
る
習

志
野
市
に
す
る
た

め
に
、
確
か
な
総

合
戦
略
の
策
定
を

要
望
。

Ｑ
習
志
野
市
に
お
け
る
現
在
の
空
き
家
に
対
す
る
対
策
と
取

り
組
み
に
つ
い
て

Ａ
空
家
対
策
協
議
会
の
設
置
、
庁
内
の
実
施
体
制
の
整
備
。

Ｑ
本
市
に
お
け
る
空
き
家
対
策
に
て
民
間
企
業
、
N
P
O
法

人
等
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
の
か
？

Ａ
空
家
等
対
策
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
る
中
で
検
討
し
て

い
く
。

要
望
：
他
市
の
事
例
に
も
あ
る
よ
う
に
、
宅
建
協
会
や
民
間

企
業
、
N
P
O
法
人
等
と
連
携
し
、
今
あ
る
空
き
家
の
解
決
、

増
加
を
さ
せ
な
い
対
策
を
要
望
。

人
口
減
少
社
会
に
向
け
た
習
志
野
市
の
取
り
組
み
と
対
策

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
の
施
行
を
受
け
て
の
、習
志
野
市
の
空
き
家
対
策

今こそ
若い力で
新しい習志野。
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Ｑ
袖
ヶ
浦
団
地
の
再
生
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

Ａ
団
地
再
生
手
法
の
一
つ
と
し
て

改
修
を
含
ん
だ
検
討
を
行
っ
て

い
る
。
U
R
、
千
葉
工
大
と
連

携
し
た
袖
ヶ
浦
地
域
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
。

Ｑ
袖
ヶ
浦
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
今
後
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
く
の

か
？

Ａ
空
家
の
発
生
し
や
す
い
上
層
階

を
活
用
し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
型

学
生
寮
の
設
置
を
検
討
し
、
学

生
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
に
よ

る
地
域
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
。

要
望
：
U
R
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
市
と
し
て
の
街
づ
く
り
を
提
案

し
て
い
き
、
建
て
替
え
を
検
討
す
る
際
に
は
、
現
在
在
住
し
て
い
る

居
住
者
が
同
等
の
家
賃
で
入
居
で
き
る
様
な
配
慮
を
要
望
。

Ｑ
市
内
小
中
学
校
の
い
じ
め
・
不
登
校
の
現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

Ａ
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の
も
と
、
児
童
生
徒
に
よ
る
自
主
的

活
動
、
教
育
相
談
活
動
の
充
実
、
保
護
者
、
地
域
と
の
連
携
強
化
。

Ｑ
教
育
相
談
活
動
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
？

Ａ
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
中
学
校
全
７
校
、
小
学
校
４
校
に
配

置
し
て
お
り
、
教
育
相
談
員
も
中
学
校
全
７
校
、
小
学
校
３
校
に

配
置
し
て
い
る
。

Ｑ
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ
の
相
談
件
数
と
成
果
は
？

Ａ
児
童
、
保
護
者
を
合
わ
せ
、
毎
年
１
０
０
０
件
前
後
の
相
談
が
あ
り
、

落
ち
着
い
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
児
童
、
保
護
者
が
多
数

い
る
こ
と
。
ま
た
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
教
職
員
へ
の
研
修
も
行
っ

て
お
り
、
相
談
活
動
の
充
実
を
図
る
事
が
出
来
た
。

要
望
：
現
在
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
小
学
校

に
も
悩
み
を
か
か
え
て
い
る
児
童
、
保
護
者
が
多
数
い
る
と
見
込
ま
れ

る
。
全
小
学
校
に
も
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
を
要
望
。

Ｑ
仲
よ
し
幼
稚
園
跡
地
（
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
裏
）
に
建
設
予
定
の
マ

ン
シ
ョ
ン
の
概
要
、
入
居
戸
数
、
近
隣
住
民
へ
の
説
明
は
？

Ａ
44
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
設
予
定
で
あ
り
、
平
成
32
年
完
成
予
定
。

入
居
戸
数
は
７
５
９
戸
。
住
民
説
明
会
を
行
っ
て
お
り
、
説
明
会
後

の
住
民
の
方
々
か
ら
の
要
望
は
事
業
主
と
協
議
の
上
、
個
別
に
対
応

し
て
い
く
。

Ｑ
向
山
小
に
通
う
入
居
児
童
の
数
、
通
学
路
の
安
全
性
は
？

Ａ
向
山
小
で
最
大
15
学
級
４
５
０
人
。
通
学
路
に
つ
い
て
は
、
安
全
性

の
高
い
通
学
路
の
採
用
。
児
童
の
安
全
に
つ
い
て
考
慮
し
、
更
な
る

協
議
を
重
ね
て
い
く
。

Ｑ
幼
稚
園
需
要
、
保
育
園
需
要
へ
の
対
応
は
？

Ａ
幼
稚
園
需
要
に
つ
い
て
は
近
隣
で
６
３
０
人
の
受
け
入
れ
が
可
能
で

あ
り
、
保
育
園
需
要
も
、
平
成
30
年
ま
で
に
民
間
認
可
保
育
所
が
整

備
さ
れ
、
６
０
０
人
を
超
え
る
保
育
の
受
け
皿
を
確
保
予
定
。

要
望
：
谷
津
小
学
校
の

児
童
数
の
大
幅
な
増
加

の
問
題
等
も
し
っ
か
り

と
考
慮
し
、
正
確
な
児

童
数
の
把
握
、
対
応
が

出
来
る
様
に
継
続
的
な

調
査
を
要
望
。

八千代市への転出超過が続いている

　

謹
啓　

日
頃
よ
り
、
私
の
政
治
活
動
に
際
し
、
絶
大
な
る
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
四
月

の
習
志
野
市
議
会
議
員
選
挙
に
際
し
、
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
、
お
か
げ
様
で
初
挑
戦
な
が
ら
、
１
９
２
６

票
も
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、38
名
の
立
候
補
者
の
中
、７
番
目
、

新
人
と
し
て
は
最
上
位
の
成
績
で
初
当
選
の
栄
え
を
浴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
頂
い
た
ご
支
援
に
報
い
る
た
め
に
、
議
会

活
動
・
地
域
活
動
に
全
身
全
霊
で
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
初
登
壇
後
初
め
て
の
市
政
レ
ポ
ー
ト
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
お
目
通
し
の
上
、
引
き
続
き
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　

謹
白

　

平
成
27
年
10
月
吉
日
　

  

習
志
野
市
議
会
議
員　
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携
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は
？

Ａ
44
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
設
予
定
で
あ
り
、
平
成
32
年
完
成
予
定
。

入
居
戸
数
は
７
５
９
戸
。
住
民
説
明
会
を
行
っ
て
お
り
、
説
明
会
後

の
住
民
の
方
々
か
ら
の
要
望
は
事
業
主
と
協
議
の
上
、
個
別
に
対
応

し
て
い
く
。

Ｑ
向
山
小
に
通
う
入
居
児
童
の
数
、
通
学
路
の
安
全
性
は
？

Ａ
向
山
小
で
最
大
15
学
級
４
５
０
人
。
通
学
路
に
つ
い
て
は
、
安
全
性

の
高
い
通
学
路
の
採
用
。
児
童
の
安
全
に
つ
い
て
考
慮
し
、
更
な
る

協
議
を
重
ね
て
い
く
。

Ｑ
幼
稚
園
需
要
、
保
育
園
需
要
へ
の
対
応
は
？

Ａ
幼
稚
園
需
要
に
つ
い
て
は
近
隣
で
６
３
０
人
の
受
け
入
れ
が
可
能
で

あ
り
、
保
育
園
需
要
も
、
平
成
30
年
ま
で
に
民
間
認
可
保
育
所
が
整

備
さ
れ
、
６
０
０
人
を
超
え
る
保
育
の
受
け
皿
を
確
保
予
定
。

要
望
：
谷
津
小
学
校
の

児
童
数
の
大
幅
な
増
加

の
問
題
等
も
し
っ
か
り

と
考
慮
し
、
正
確
な
児

童
数
の
把
握
、
対
応
が

出
来
る
様
に
継
続
的
な

調
査
を
要
望
。

袖
ヶ
浦
団
地
の
老
朽
化
・
定
住
促
進
対
策

教
育
問
題
対
策

地
域
問
題
に
つ
い
て

1967 年に入居が開始され、約50年近く経過した袖ヶ浦団地

マンション完成図

PROFILE
関根洋幸（せきね ひろゆき）

ホームページ http://sekine-hiroyuki.jp
発行：関根ひろゆき後援会
習志野市谷津5-29-6 討議資料

1986年7月13日生まれ
谷津保健病院にて出生
習志野市立谷津幼稚園卒園
習志野市立谷津小学校卒業
習志野市立第一中学校卒業
習志野市立習志野高等学校卒業
亜細亜大学法学部法律学科卒業
在学中、卒業後にWestern
Washington University に留学
帰国後、参議院議員、千葉県議会
議員事務所を経て
衆議院小林鷹之公設秘書として勤務
2015年習志野市議会議員初当選

東北視察
八千代市立中央図書館

習志野きらっ
とサンバ 谷津秋祭り・小林代議士と


